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1. は じ め に 


サブ カル チャ ー に 関す る 議論 は 極め て 活発 で ある 。 中 で も 所 調 「 お た く 」 
に つい て は 、 多 く の 薔 積 が あり 、 様 々 な 論者 が 様々 な 作品 を 挙げ 、 多 様 な 角 
度 か ら 批 評 、 分 析 し て いる 。 け れ ど も 各 作 品 、 各 ジャ ン ル へ の 指摘 か ある い 
は 「 お た く 」 の 総論 と し て 語ら れる こと が 多く 、 問 題 意 識 や 受け 入れ られ た 
テー マ の 変遷 を 見 る も の は 少な い 。 こ の よう な 研究 は 宮台 真司 達 の 『「 サ ブ カ 
ルチャ ー 神 話 解体 』 [宮台 真司 編 、1993] な ど が 挙げ られ る 程度 で あろ う 。 
RE ケー ショ ン 形 式 
の 変 移 を 追 に 焦点 を 当て た も の で あっ た '。 そ うし た ある 種 の 思想 史 
的 な 研究 0 rteoef こ か け て の 物語 の 想像 力 (支持 され た 
物語 の テー マ や 問題 意識 、 先 の 宮台 達 の 言葉 で いえ ば 〈 世 界 解釈 )) に つい 


て は 宇野 常 寛 が 簡潔 に まとめ て いる [宇野 、2008] の で 簡単 に 紹介 し た い “。 
宇野 に よれ ば 、90 年 代 前 半 の 想像 力 は 『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 』 (ガイ 
ナッ クス 、1995-1996) に 代表 され る よう な 「 一 し な い 」 モラ ル で ある 。 そ 
れ は 何 か を 選択 すれ ば (社会 に コミ ッ ト す れ ば ) 必ず 誰か を 傷つけ る の で 、 
何 も 選 択 し な いで (社会 に コミ ッ ト し な いで ) 引き こも る と いう 「 誰 も 傷 つ 
け な い 」 と いう モラ ル で あり 、「 引 きこ も り 」| の 想像 力 で ある 。 ま た 、「 一 す 
る し た 」 (行為 ) で な く 「 一 で ある 」 (自己 像 ) の 承認 に よる アイ ディ インテ ィ 
ティ の 確立 が 明確 に 選択 きれ て いる 。 

そし て 、90 年 代 後半 の 想像 力 は 「 セ カイ 系 ] で ある 。「 セ カイ 系 ] は 、「 一 
し な い 」 モラ ル の 貫徹 の た め に 、 無 条件 で 自分 を 必要 と する 美 少 女 が 自分 の 
代わ り に 決断 、 手 を 汚す が 、 そ の 結果 得 ら れる 利益 だ け を 享受 し よう と する 
上 度 (想像力) で ある 。 こ の 背景 と し て 「 郊 外 に 生き る 僕ら に は 物語 が な い 
( 誰 $ も 与え を て くれ な い )」 と いう 絶望 が ある 。 だ か ら 美 少女 が 無 条件 に 自分 を 
必要 と する の も 、 容 易 に 物語 (ある い は 生き る 意味 ) を 作り 出す た めで ある 。 
ゼロ 年 代 に な る と 「 セ カイ 系 ] の 爽 眠 と ご 都合 主義 を 反省 し 、 自 ら も 決 
断 と 資 任 を 担う 想像 力 が 生ま れ た (また 、 ネ オリ ベラ リズ ム 的 な 改革 に よ 
り 「 引 きこ も っ て いた ら 死 ん で し まう 」 状況 に な っ た と いう 点 も 挙げ られ て 
いる )。 そ れ が 「 決 断 主 義 ] で あり 、 そ れ は 当然 な が ら 各 「 決 断 ] が 乱立 す 
る バト ルロワ イヤ ル 状 況 を 生み だ す 。 そ し て コミ ッ ト す る 集団 の 「 小 さ な 物 
語 ] を 各 島 宇宙 が 選択 、 決 断 し 、 他 の 島 宇 宙 と その 正当 性 を 争う 。 そ れ ゆ え 
に その 島 宇 宙 内 部 で は 誤 配 の な い 小さ な 物語 が 成立 する 。 

そし て ゼロ 年 代 後 半 以 降 の 想像 力 は 、 そ の バト ルロワ イヤ ル 状 況 を どう 止 
め る の か 、 と いう 点 に 焦点 が あて られ る 。 そ の 解決 策 は 、 バ トル ロワ イヤ ル 
の 勝利 が も た ら す 「 一 で ある 」 (自己 像 ) の 承認 で は な く 、「 一 する バー し た 」 
と いう 行為 で 構築 され る コミ ュ ニ ケー ショ ン に ずら すこ と で ある 。 自己 像 、 
キャ ラク ター の 承認 は 代 共 可 能 だ が 、 行 為 で 構築 され る 関係 性 は 代 殖 不可 能 
で ある 。 そ の 人 為 に は 「 終 わり |] や 「 死 」 を 導入 し 、 代 替 可 能 な 決断 主義 的 バ 
トル ロワ イヤ ル ゲ ー ム へ の コミ ッ ト を 通し て 、 そ ん な ゲー ム の 勝利 で は 購 
えな い 代替 不可 能 な 関係 性 の 共同 体 を 獲得 する と いう も の で ある 。 そ れ は 、 














「『 終 わり 』 を 見 つめ な が ら (引用 者 往 一 一 行為 で 構築 さき れる) 一 瞬 の つなが 
り の 中 に 超越 性 を 見 出し 、 複 数 の 物語 を 移動 ] [ 字 野 、2008 : 334] する こと 
で ある 。 そ れ め ゆえ に 、 共 同性 、 代 鞭 不 可能 性 は 与え られ る も の か ら 自 分 で 選 
択 す る も の へ 、 そ し て 島 宇 宙 に 閉じ こも る の で は な く 複 数 の 島 宇 宙 を 横断 し 
て いく こと へ と 移行 する こと が 解決 策 で ある と いう 。 そ の よう に 行為 で 構築 
され る 関係 性 は 他 者 の 「 分 か ら な さ 」| が 残存 する の で 誤 配 の ある 小さ な 物語 
で ある と いう 。 

宇野 は これ まで の 批評 や 考察 は 「 セ カイ 系 ] まで で 止ま っ て お り 、 近 年 は 
東 浩紀 の 言説 の 劣化 コピ ビー し か 生ま れ な か っ た と いう “。 確か に 、 こ の 「 決 
断 主 義 ] 以降 の 状況 に つい て 考察 し た も の は 現在 確認 で きる も の と し て は 宇 
野 が 初 で ある 。 時折 取り 上 げ る 作品 の 解釈 が 次 意 的 で ある こと や 「 決 断 主 
義 ] の 解決 法 な ど 、 宇 野 の 議論 に は 同意 し か ね る 点 も ある が 、「 セ カイ 系 ] 
の 先 を 提示 し た と いう こと は (妥当 性 は と も か く ) 確か で ある “。 

さて 、 本 論文 の 目的 は こう し た 年 代 と 共に 単線 的 な 変遷 を た どる と 想定 さ 
れ た 想像 力 と は 別 の 想像 力 を 提示 する こと で ある 。 即ち 、「 引 きこ も る ] 訳 
で も な く 、 美 少女 に 決断 と 痛み を 委ね 、 自 ら は その 利益 の み を 享受 する 訳 で 
も な く 、「 決 断 ] する 訳 で も な く 、「 決 断 ] ゲー ム を 読み 替え る 訳 で も な い 想 
像 力 を 提示 する こと で ある 。 今回 筆者 が 取り 上 げ る の は 、 マ イナ ー な 作品 で 
は な く 、 相 当 程度 の 支持 を 受け て いる 作品 で ある が 、 こ の 作品 は 単に フィ ク 
ショ ン の 世界 に 留まっ て いる も の で は な い 。 そ の 想像 力 を 支持 する ファ ン が 
自ら も その 想像 力 に 則っ て 戯れ て いる 。 よ っ て その ファ ン の 場 に つい て も 考 
察する 。 結 論 を 先取 り し て いえ ば 、 そ の 作品 か ら サ ブ カ ル チャ ー を 眺め る と 
見 えて くる も の は 、 宇野 の 示す よう な 想像 力 の 変遷 の 否定 で ある 。 洗練 され 
て は き て いる が 、 こ の よう な 単線 的 な 進化 や 変化 と いう の は 幻想 で ある と い 
うこ と で ある 。 

ここ で 議論 に 先立ち 、 本 論文 に お ける キー ワー ド 、 パ ロディ を 定義 し て お 
きた い 。 こ れ ま で の 先行 研究 で は パロ ディ に 確固 た る 定義 を 与え ず 、 似 た 概 
念 の 意味 を 含ま せ て 使用 し て きた きら い が あ る "。 し か し 、 パ ロディ を 定義 
し 他 の 似 た 概念 と 区 別 す る こと で 見 えて くる も の が ある 。 





そこ で 本 稿 で は フレ ドリ ッ ク ・ ジ ェ イ ム ス ン の 議論 [ジェ イム スン 、 
2006] を 踏ま えつ つ 独 自 に 、 パ ロディ を パロ ディ 及び パス ティ ーシュ と 分 類 
し 、 パ ロディ を 「 既 存 の 物 ・ 人 ・ 事 件 ・ 場 所 ・ 作 品 等 を 、 ア イロ ニー を 伴い 、 
作品 に お いて 利用 する 表現 ] と する 。 そ し て パス ティ ーシュ を 単に 文体 模 條 
で な く 「 既 存 の 物 ・ 人 ・ 事 件 ・ 場 所 ・ 作 品 等 を 、 ア イロ ニー を 伴わ ず に 、 作 
品 に お いて 利用 する 表現 ] と する 。 更 に 、 本 論文 に お いて は 両者 を 包括 する 
概念 と し て 、〈 パ ロディ / を 定義 する "。 即 ち 「 既 存 の 物 ・ 人 ・ 事 件 ・ 場 所 ・ 
作品 等 を 、 ア イロ ニー を 伴う か どう か に 関わ ら ず 、 作 品 に お いて 利用 する 表 
現 ] を 〈 パ ロディ ) と する 。 包括 的 概念 と し て 〈 パ ロディ /〉 を 定義 する 理由 
は 、 ア イロ ニー の 有無 が 極め て 分 か り に くい 事例 が 少な く な いこ と 、 両 者 を 
区 別 せ ず 議 論 す る 必要 が ある こと か ら で あ る "。 そ し て 特に この パス ティ ー 
シュ と いう 概念 が 、 サ ブ カ ル チャ ー の 〈 思 想 史 ) の 変遷 が 幻想 で ある と いう 
本 稿 の 議論 の 鍵 と な ろう 。 








2. 「 ゼ ロ 年 代 の 想像 力 」 で は な い 想 像 力 一 「 さ よ な ら 絶望 先生 


ここ で 取り 上 げ る 作品 は 、 久 米田 康治 の 現在 連載 中 の マン ガ 「 さ よ な ら 絶 
望 先生 ] (講談 社 、2005 年 - 。 以 下 、『 絶 望 先 生 」) で ある 。 

[絶望 先 生 ]』 は 週刊 少年 マガ ジン 連載 中 の マン が ガ で あり 、 ア ニッ 化 等 も さ 
れ て いる 。 い くつ か の 例外 を 除い て 1 話 完結 型 の ギャ グマ ン ガ で あり 、 作 風 
は 時 事 斉 刺 、 自 虐 ネ タ 、 作 者 の 知識 な ど を 用 い 、 特 定 の キー ワー ド や 事柄 に 








それ ゆえ に スト ー リ ー ら し い ス トー リー は 存在 し な い の だ が 、 構 図 と いう 
意味 で の 内 容 を 概観 し て お く と 、「 何 事 も ネガ が ティブ に し か と れ な り 男 」 系 
色 望 が 受け 持つ 2 年 へ 組 は 獲 の 強い 絶望 的 な 生徒 ば か り で あり 、 区 細 な こと 
で 「 縮 交 し た ! 」 と 嘆く 望 と 2 年 へ 組 の 問題 児 達 が 、 日 々 騒動 を 巻き 起こ す 。 
スト ー リ ー ギ ャ グ ・ ブ ラッ クコ メデ ィ ・ 学 園 コ メデ ィ の 形式 を 取り つつ も 、 
ツッコ ミ 系 コラ ム と いう ノリ が 強い 。 

そし て この 作品 最大 の 特徴 は 、 あ ら ゆ る 所 に 尋常 で な い 量 の 〈 パ ロディ )〉 








が 散り ば め ら れ て いる こと で ある 。 ま ず 「『 絶 望 先 生 」 の 構図 自体 が 昨今 の 所 
詩 曲 を え アニメ の パロ ディ で ある 。 主人 公 の 周り は 圧倒 的 に 女性 が 多く 、 こ れ 
は 作者 自身 が 指摘 し て いる 通り 女性 を 大 量 に 出し て お け ば 売れ る 昨今 の マン 
ガ ・ ア ニ メ 業 界 な ど へ の 皮肉 が ある こと は 明白 で あろ う “。 

し か し 周り の 女性 達 は 萌え 要素 を 各々 記号 的 に 持っ て いる 訳 で は な く 、 極 
め て 独特 で ある "。 例 えば 、 ツ ン デ レ だ が 行き 過ぎ て 単に 暴力 的 だ っ た り 、 
高校 生 で 人 妻 だ が 多重 債務 者 で あっ た り 、 ス ポー アツ 万能 な 腐 女子 で あっ た り 
な ど で あ る (これ ら は 極め て 雑 朋 な 説明 で ある )“。 彼女 達 は 彼女 達 そ の も の 
と し て 萌え る こと は 不可 能 で は な い が 、 記 号 的 に 萌え 要素 が 虐 与 きれ て いる 
訳 で は な い 。 ま た 、 萌 え 要 素 を 取り 出す こと も 不可 能 で は な い が 単 純 な 萌え 
と し て 読め る よう に は な っ て いな い 。 

各 話 タイ トル は 題名 の 『 さ よ な ら 絶望 先生 ] が タイ トル の 第 1 回 を 除き 、 
全て 文学 な どの パス ティ ーシュ で ある (例え ば エド ガー・ ア ラン ・ ポ ボー の 「 モ 
ル グ 街 の 殺人 ] の パス ティ ーシュ 、「 対 象 街 の 殺人 ] な ど で あ る )。 

肝心 の 物語 の 内 容 に 目 を 移 そ う 。 そ こ で も あら ゆる 所 に 〈 パ ロディ)〉 が 散 
り ば め ら れ て いる "。 そ の 元 ネ タ は や や アニ メ な ど オ タク 的 な 傾向 が 強い も 
の の 、 あ ら ゆ る ジャ ン ル の も の が 引か れる 。 ア ニ メ で は 更に そう いっ た 〈 ぶ 
ロディ 〉 が 増え て いる し 、 一 時 停止 し な いと 見 えな いよ うな スピ ー ド (ある 
い は カッ ト ) で 随所 に 仕込 まれ て いる 。 例 えば 背景 に 本 編 の ネタ と 関係 する 
が 話 の 流れ に は 関係 の な い 様々 な 〈 パ ロディ /〉 が 描か れる 。 ま た 、 そ れ と は 
別に 背景 に は 「 お 約束 ] が ある 。 主要 キャ ラク ター の 常 月 まとい 、 木 村 カ エ 
レ (の パン チラ )・ 櫻 井 よ し こ ・ 麻 生 太郎 ・ 棒 大 ( 棒 が 刺さ きっ た 大 )・ 天 下り 様 ・ 
量 益 ペン ギン ・ コ ウノ トリ 等 が いつ も 全て で な い が 、 半 分 以上 は 必ず 各 話 何 
処 か に 存在 し て いる の で ある 。 それら は 何 の 意味 も な い 記 号 的 な パス ティ ー 
シュ で あり 、 主 要 キ ャ ラク ター が パス ティ ーシュ 化す る の は 、「 絶 望 先 生 」 
が 絶望 先生 | 内 部 で パス ティ ーシュ 化 さ きれ て いる と いえ よう 。 そし て 、 そ 
れ ら は 普通 に 読ん で いた ら 簡 単に は 気付 か な い 大 き さ で ある こと が 多い 。 つ 
まり | 分 か る 」 人 に の み 発 信 き れ て いる 。 

そし て コミ ックス の 折り 返し に は 、 文 学 作品 の 〈( パ ロディ 〉 が 書か れ て い 




















る (例え ば 第 15 巻 で は 、 織 田 作 之 助 の 『 夫 婦 善 哉 】 の 〈( パ ロディ)、「 女 全 
財 ] が 掲載 され て いる )。 

更に 、 そ うい っ た 〈( バ パロ ディ /〉 は 社会 ・ 政 治 に 対し て だ け で な く 、 そ う や っ 
て 〈( パ パロディ)〉 を 楽し む 『 絶 望 先 生 ファ ン 達 や そう し た 調 刺 を 描く 作者 自 
身 、『 絶 望 先生 ] 自体 で きえ その 対象 と な っ て いる 。 

その 他 あ ら ゆ る も の が ネタ に な り 、 固 定 さ れ て いる も の は ほとん ど な い 。 
例え ば 絵 や 声優 も ネタ で あり 容易 に 変わ る (特に OAD [オリ ジ ナ ル ・ ア ニ 
メ ・ デ ィ ー ブ イデ ィ ] で は 原作 ネタ を 踏ま を 、 あ えて 作者 初期 の 絵柄 を 使用 
する な ども し て いた ) し 、 過 去 の 作品 の 話 を 持ち 出し た りす る (これ ら も 
パス ティ ーシュ で ある )。 そ し て 何 か を パロ ディ 化し て も 、 そ の 度 肉 や 批判 
が そっ くり その まま 絶望 先生 ] 自身 に 振り か か り 、「 我 々 も 同じ よう な も 
の だ | と か 「 そ れ す ら も 出来 な い 我々 ] と パロ ディ 化 さ れる“。 つ まり 超越 
的 な 立場 で パロ ディ 化し て いく の で は な く 、 パ ロディ 化す る 「 私 ] (『 絶 望 先 
生 ]、 作 者 、 フ ァ ン な ど ) も また パロ ディ 化 き され る 1 つの ネタ に 過ぎ な い の 
で ある 。 そ れ は 即ち 、 そ こ に は 価値 の 序列 は 存在 し 得 な いこ と を 意味 する 。 

いずれ に せよ 、 こ れ ら は ファ ン で な けれ ば 全て 認識 ・ 理 解す る こと は し な 
いし 、 フ ァ ン で あっ て も 全て の (パロ ディ )〉 の 元 ネ タ を 把握 し て いる と は 考 
え に く い 。 だ が いずれ に せよ この よう な 簡単 な 素描 か ら で さ え 、『 絶 望 先 生 』 
内 に 大 量 の 〈 パ ロディ 〉 が 存在 する こと 、 パ ステ ィ ー シ ュ も 多い こと 、 そ し 
て その 〈 パ ペロ ディ)〉 の 元 ネ タ は あら ゆる 種 の も の で ある こと が 耳 解 さ れ た だ 
放 う 6 

な お 、 作 品 或いは 作者 の スタ ンス と し て は 、 自 分 (の 作品 ) が 殊更 に マイ 
ノリ ティ で ある と 可哀想 が る 。 [定価 の 400 円 は 表紙 の 和紙 代 」 「 弟 子 (『 ハ ヤ 
テ の ご と く !」 ( 畑 健 二郎 、 小 学 館 、2004- ) に は 勝て な い 」[『 ネ ギ ま !』( 赤 
松 健 、 講 談 社 、2003-) の 半分 も 売れ た な ん て 奇跡 だ っ て 褒め られ た !」 な 
ど と 売れ て いな いこ と を 強調 する 。 し か し 爆発 的 に は 売れ て いな いか も し れ 
な い が 、 人 気 が 無 く な れ ば 即 打ち 切り の 週刊 連載 で 現在 22 巻 まで 続い て いる 
し 、( 深 夜 と は いえ ) アニ メ が 3 期 放映 され る な ど 、 人 気 が な い 訳 で は な い 。 
それ で は 、 こ うし た あら ゆる も の を 微 底 的 に 〈 パ ロディ /〉 化す る 『 絶 望 先 


























生 ] の 想像 力 と は 何 な の だ ろう か 。 言う まで も な く 全 て を ネタ 化す る と い 
うこ と で ある 。 そ こ で は 作者 自身 も 作品 も 社会 情 勤 も マンガ も 「 絶 望 先生 ] 
ファ ン も 何もかも が 1 つの ネタ に 過ぎ な い 。 そ し て 、 当 然 ネ タ に な っ た も の 
も また ネタ に な る 。 し か も パス ティ ーシュ 的 な 、 記 号 的 な 維 列 や 組み 合わ せ 
で ある こと も 少な く な い 。 全 て が ネタ で ある が ゆえ に 、 後 述 す る よう に 登場 
人 物 の 性 格 で きえ も 他 か ら の ネタ に よっ て 変化 し て し まう 不安 定 な も の で あ 
る し 、 絵 柄 や 担当 声優 を 入れ 替え る こと も 1 つの ネタ と し て 可能 で ある ( 実 
際 、 ネ タ に し て いる )。 だ か ら 最 低 限 度 の 大 析 は ある に せよ 、『 絶 望 先 生 ] も 
『 絶 望 先 生 ] を (パロ ディ ) 化し 、 自 ら に よっ て も 脱 構 築き され うる 。 こ こ で は 、 
この よう な 想像 力 を 暫定 的 に 「 全 て を 〈 パ ロディ )〉 化す る 」 想像 力 と 定義 し 
て お こう 。 だ が 、 こ の 想像 力 に つい て 吟味 する 前 に 少々 回 り 道 を し た い 。 
その 回 り 道 と は 、『 絶 望 先生 ] と ほぼ 同様 の 戯れ 方 を する ファ ン の 場 を 考 
察する こと で ある 。 と いう の も 、 本 来 こ うし た 作品 批評 は それ が 文学 で あれ 
マン ガ で あれ 何で あれ 、 そ の 作品 を 解釈 する こと の み で 成立 する が 、 そ れ ゆ 
え 宿 命 的 に その 作品 か ら 取 り 出 され た 想像 力 な り 解 釈 が 、 現 実 の 社会 に お い 
て どの 程度 の 妥当 性 を もっ て いる の か と いう 問題 が ある か ら で あ る 。 つま 
り 、 他 の 一 般 の 読者 は どう 読ん で いる の か と いう 間 題 で ある 。 い くら 独特 な 
想像 力 だ と 取り 出し て も 、 そ れ が 一 般 の 読者 の 読み 方 と 人 違う 不 自然 な 深 読 
な の で あれ ば その 和 想像力 が 支持 され て いる の で は な いこ と は 明らか で ある 。 
本 稿 に 取 し て いえ ば 、 果 た し て ファ ン は それ ほど 〈 パ ロディ /〉 を 認識 し て い 
る の か と いう 問題 が 存在 する 。 だ が 幸い な こと に 、 こ こ で 取り だ し た 「『 絶 望 
先生 』 の 「 全 て を (パロ ディ /〉 化す る | 想像 力 に ファ ン 達 が 則っ て 楽し ん で 
いる 場 が ある 。 よ っ て 、 そ の 場 を 考察 し 、 こ の 想像 力 に つい て 更に 深化 させ 
て みた い 。 




















3. 想像 力 の 舞台 一 「 さ よ な ら 絶望 放送 」 


ここ で 取り 上 げ る 想像 力 の 舞台 一 ファ ン の 場 一 は web ラ ジオ 『 さ よ な ら 絶 
望 放送 ]】 (アニ メイ ト TV、2007 年 -。 以下 、『 総 望 放送 ]) で や る 。 ま ず は 『 絶 


望 先 生 』 で の 想像 力 に 則っ て リス ナー (ファ ン ) が 戯れ て いる こと を 概観 し 
まう 。 

「 絶 望 放送 』 は 『 総 望 先 生 の アニ メ 化 に 伴い 、 ア ニ メ イ ト TV に て 開始 
され た ラジ オ (所 調 「 ア ニラ ジ 」 ) で ある 。 こ ちら は 、『 約 望 先 生 ] の 主人 
公 、 系 色 望 役 の 神谷 浩史 と 女子 生徒 日 夫 奈 美 役 の 新谷 良子 が メイ ン バ パー ソナ 
リティ で あり 、 オ ー プ ニン グ は キャ ラク ター に よる ショ ー ト ドラ マ か ら 始 ま 
る 。 そ の 後 フ リー トー ク 、 ミ ニ 番 組 (放送 局 と いう 体裁 を と っ て いる 為 ) が 
数 本 入り エン ディ ング と な る が 、 エ ン デ ィング 後に 始ま る コー ナー も ある 。 
アニ メ の アフ レコ 現場 で の 裏話 や ゲス ト の 出演 し た アニ メ に 関す る 話題 が よ 
く 語 られ る が 、『 絶 望 先 生 』 に 全く 関係 無い 声優 や 作家 に 関す る 投稿 も し ば 
し ば 来る 。 区 切り の 回 な ど に 特番 が 組ま れる こと も ある 。 フ リー トー ク 以 外 
の オー プ ニ ン グ ド ラ マ や 新 番組 、CM を リス ナー が 作る こと は 全く 珍し く な 
いし 、 む し ろ そ れ を 積極 的 に 呼び 掛け て いる 。 

内 容 を 見 て いこ う 。 タ イト ル は 絶望 先生 に な らい 、 特 番 と 第 1 回 目 を 
除き 文学 等 の パス ティ ーシュ で ある (例え ば 、 第 50 回 の タイ トル は ギル バー 
ト ・ ケ イス ・ チ ェ ス タ ト ン の 人 小説 | 木曜 の 男 ] より | モブ 用 の 男 ] で ある )。 
普通 の メー ル を 紹介 する コー ナー 名 は 2 回 置き に 変わ り 、 こ れ も ま た パス 
ティ ーシュ で 命名 され て いる (同じ く 第 50 回 の 当該 コー ナー 名 は ゲス ト ( 水 
島 大 宙 ) の ラジ ォ 番 組 「 ま ど ち ゅ う !」 より 「 た に ちゅ う ! | で ある )。 

そし て 、 ラ ジオ な の で 各 番 組 へ の リス ナー か ら の メー ル を 読ん で 行く スタ 
イル で ある が 、 ラ ジオ ネー ム も メー ル の 内 容 も 〈 パ ロディ ) が 多い 。 筆者 が 
過去 に 行っ た 分 析 [明治 学院 大 学 社会 学部 社会 学科 加藤 実習 、2009 : 151 
160] に よれ ば 、50 回 まで で ラジ オ ネ ー ム の 半数 以上 、 読 まれ る メー ル の 内 
容 で は 463 回 、 パ ー ソ ナリ ティ ・ ス タッ フ の 発言 で は 682 回 (パロディ) で あっ 
た “"。 ま た 、 特 番 は 過去 の 作者 の 作品 を 知ら な けれ ば 全く 理解 で き な い も の 
で あっ た こと も ある 。 そ し て し ば し ば リス ナー は パー ソナ リティ の 他 の 番組 
に 「『 絶 望 放送 』 の ネタ や 『 絶 望 放送 ]』 で の パー ソナ リティ の 言動 を 送る 。 あ 
る い は 、 他 の 番組 で の 言動 や 失敗 な ど を 『 絶 望 放送 』 に 送っ て くる 。 これら 
は パロ ディ で あろ う が 、 そ の よう な パロ ディ で も 「 絶 望 先 生 』 同様 に 誰 も 超 


























越 的 な 立場 を と ら ず 、 価 値 の 序列 は 存在 し な い 。 

また 、 ス タン ス も 絶望 先生 ] を 踏ま を て いる 。 即ち 、 殊 更に 不 人 気 で あ 
る と 強調 し 可哀想 が り 、 パ ー ソ ナリ ティ や スタ ッ フ は 負担 で あり 早く 止め た 
いと 言う 。 例 えば | 同人 ラジ オ で す 」「 ス タッ フ は 皆 隣 の ラジ オ (の 作業 ) 
に 行っ て いる 」| | 4 月 で 終わ り と 言っ た の に 何で 続く の か 、 い つ に な っ た ら 
終わ る の か | な ど と 頻繁 に 発言 する 。 当 然 リ スナ ー も その スタ ンス を 踏ま え 
て お り 、 ア ニ メ 2 期 が 決ま る な どの 祝う べき 時 も 「 そ うい えば 『 絶 望 先生 ] 
アニ メ 2 期 製作 も 決定 みた いで すね 。 小 さい 記事 で し た けど 」「 ま だ 続い て 
いた ん で すね 」 な ど と 不 人気 で ある と 強調 し た メー ル を する 。 

し か し 言う まで も な く 絶望 放送 』 も 「『 絶 望 先 生 」 同様 、 人 気 が な い 訳 で 
は な い 。 最近 は 落ち 着い て きた よう だ が 度々 HP が サー バー ダウ ン す る 程 の 
人 気 で 、DJCD も 10 枚 以上 出し て いる し 、 公 開 録音 も 何 度 も 行っ て いる (し 
か も 、 日 比 谷野 外 音楽 堂 な ど 決 し て 小さ く な い 所 で も )“。 そ も そ も 、 い く 
ら 2 期 3 期 と 断続 的 に アニ メ が 続い た と は いえ 、 大 抵 ア ニ メ が 終わ る と ほ 
ぼ 同 時 に 終わ る 宿 命 の アニ ラジ に も 関わ ら ず 、 ラ ジオ も 3 年 以上 続い て い 
る (この 小 稿 を 執筆 し て いる 現在 、 4 期 の 話 は 一 切 出 て お ら ず 最後 の アニ メ 
(FOAD 層 ・ さ きよ な ら 絶 望 先 生 番外 地 ・ 下 』) 終了 後半 年 以上 経っ て いる が 
続い て いる )。 

また 、 原 作 か ら ア ニ メ や その 他 あ る 種 二 次 的 な 物 ヘ へ ネタ な ど が 波及 し て い 
く の は 当然 の 流れ で ある 。 例 えば 、 原 作 が キャ ラク ター の 新設 定 ・ 新 事実 を 
明らか に し た か ら ラ ジオ で も それ を 踏ま を る な ど と いっ た こと は 極め て 当然 
の こと だ ろう 。 だ が 、 全 て が ネタ で ある 為 に 、 そ う で は な く 二 次 的 な 物 が 原 
作 に 影響 し て いく と いう こと 、 つ まり 「 逆 流 ] 現象 が 起き て いる (言う まで 
も な く こ れ ら は パス ティ ーシュ で ある )。 

つま り 、『 総 望 放 送 』」 の パー ソナ リティ の 発言 或いは ネタ が 原作 へ 波及 ・ 
「 導 流 |」 する の で ある 。 一例 を 挙げ れ ば 、 ま ず 何 より キャ ラク ター の 性格 の 
変更 が 挙げ られ る 。『 総 望 先 生 の キャ ラク ター で ある 日 其 奈美 は 、 本 来 名 
前 通り 「 人 並み 」 で 「 普 通 ] の キャ ラク ター で あっ た 。 個性 が 強烈 過ぎ る メ 
ン バ ー の 中 、 逆 に 普通 で ある こと が 彼女 の キャ ラク ター で あっ た 。 し か し 、 
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『 絶 望 放送 ] で 彼女 の 声 を 担当 し た 声優 が メイ ン パ ー ソ ナリ ティ を 務め た こ 
と で 、 声 優 の キャ ラク ター が 新た に 組み 込ま れ 、「 普 通 キ ャ ラ 」 か ら 所 調 「 ウ 
ザキ ャ ラ 」 (その 名 の 通り 「 ウ ザ い |] キャ ラク ター) へ と 変貌 し た 。 作 品 世 
界 そ の も の に 本 来 二 次 的 で 所 訟 アニ メ の 宣伝 に 過ぎ な い ア ニラ ジ が 影響 を 与 
えた の で ある 。 ま た 、 そ の 他 の 例 と し て は 第 3 回 放送 分 の ネタ が 原作 113 話 
に 「 逆 流 | し た 。 あ る い は 、『 絶 望 先生 の アル バム 絶望 大 殺 界 】 や 「 か 
くれ ん ぼ か 鬼 ご っ こよ 』 に 、「『 絶 望 先 生 ] 以外 の 知識 (歌手 の 別 の 楽曲 や 『 絶 
望 放送 』 の 知識 ) を 必要 と する 楽曲 が 当然 の 様 に 入っ て いる 。 ま た 、 第 31 回 
放送 分 で 登場 し た (『 絶 望 先 生 と は 一 切 関係 の な い ) 「 さ の すけ 」 が 『 絶 望 
先生 ] の 随所 に 登場 し て いる 。 

つま り 、 上 記 の よう な 意味 で も 『 絶 望 先 生 ] は 『 約 望 先 生 の オリ ジ ナ ル 
で は な い 。 そ し て 絶望 放送 ]』 も また リス ナー が (文字 通り ) 番組 や オー プ 
ニン グ ド ラ マ を 作る 。 だ か ら オ リ ジ ナ ルコ ピー の 区 別 や 作り 手 ノ 受け 手 の 
区 別 は 『 絶 望 先生 ] に も 、『 総 望 放 送 ] に も な い 。 何故 な ら 全 て は ネタ で あり 、 
それ ゆえ 全て を 取り 込ん で いく こと が 可能 で ある か ら で あ る 。 以上 、『 総 望 
先生 ] の 想像 力 を 踏 環 し て 茂 れ て いる こと 、『 絶 望 先 生 ] の 想像 力 を 支持 し 
て いる こと が 確認 きれ た 。 そ れ で は 次 節 で は この 想像 力 に つい て 考察 し て い 
きた い 。 























4. ク の ちゃ ん ね る 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 趣 克 


『 絶 望 先 生 は 全て を ネタ に し 、 微 底 的 に 〈 パ ロディ 〉 化す る 。 そ し て 、 
その 延長 線上 に ある 「 絶 望 放送 ] も また 、 全 て を ネタ に し 、 竹 底 的 な 〈 パ ロ 
ディ /〉 化 を 行う 。 ネ タ は メタ で あり 、 物 事 に 対し て 優 し て いな けれ ば な ら 
な い 。 常に 佑 賊 し 、 全 て の 意味 を ずら し て 全て を ネタ に する 。 自 分 自身 で さき 
えも 、 ど ん な に 『 絶 望 先 生 ] が 好き で あっ て も 、 ど ん な に 何 か 主 張 し た く と 
も 、 そ し て 何 か を パロ ディ 化し て も 、 そ れ ら は 全て ネタ で ある 。 勿論 本 気 で 
何 か を 主張 する こと は 不可 能 で は な い 。 だ が 、 即 座 に その 「 本 気 の 主張 ] が 
ネタ に な る "。 あ る い は 、 常 に その 本 気 は ずら され て いく 。〈 パ ロディ /〉 が 更 











に ネタ に な り 、〈 パ ロディ 〉 化す る 。 そ し て オリ ジ ナ ルコ ピー の 差 も 消失 
する 。 こ うし て 永遠 に 無限 増殖 し て いき 、 彼 ら は 時 に 何 重 に も 組み 込ま れ た 
(パロディ) を 読み 込む 。 

し か し な が ら こ の 姿勢 は 、 何 か 信念 を 持っ て いた り イ デオ ロ ギ ー を 生き る 
者 へ の 批判 と し て の 反 信 念 で は な い 。 世 の 中 に は 信じ る に 足る も の は 何 も な 
いと 斜 に 構え て いる の で は な い 。 そ う で は な く た だ 戯れ て いる だ け で あり 、 
テー マ さ え 決 まれ ば 後 は それ に 合っ た ネタ を 記号 的 に 組み 合わ せ て いく 。 

そう 考え る と 「『 絶 望 先 生 ] の 各 話 も 『 絶 望 放 送 』 の 各 番 組 も う や む や の う 
ち に 終わ る こと が 多い 点 が 理解 で きる 。 何故 な ら 無 限 増殖 する ネタ 化 を 食い 
止め る 為 に は 、 無 理 や り 区 切る か 、 組 み 上 げ ば られ た 全て を 破壊 すか る し か な 
い 。 勿論 次 の 週 や 番組 で は 何事 も な か っ た か の よう に また 同じ こと が テー マ 
を 変え て 繰り 返さ れる 。 

この 形式 は 鈴木 謙介 が 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」 と 呼ぶ よう な 2 ちゃ 
ん ね る で の コミ ュ ニ ケー ショ ン と 極め て 似 て いる 。 鈴木 に よれ ば 「 ネ タ 的 コ 
ミュ ニケ ーション | で は 全て が ネタ で あり 、 東 浩紀 の いう |「 デ ー タ ベー ス 的 
消費 」 と パラ レル で ある と いう 。 つ まり 、 各 ネタ は デー タベース に 鞭 積 さ 
れ 、 自 由 に 組み 上 げ ら れる 。 そ し て 、 デ ー タ ベー ス か ら 組 み 上 げ る の は 2 次 
創作 者 で あり 、 彼 ら に と っ て は オリ ジ ナ ルプ ノコ ピー の 区 別 は どう で も よい 。 
ここ で デー タベース 的 消費 は シミ ュ ラ ー ク ル と 化す 。 そ し て ここ に は 再帰 性 
が 明らか に 存在 する 。 よ っ て 、 鈴 木 は 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」| は 再帰 
的 に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 自己 目的 化す る 行為 で や り 、 そ れ 以 外 の 目的 は な 
いと する [鈴木 、2002 : 210 - 217]。 一 見 する と ほぼ 議論 は 重なる よう に 思 
える 。 

だ が 勿論 人 違い は ある 。 そ も そ も web ラ ジオ か 掲示 板 か と いう 違い が あろ 
う 。 イ ンタ ーネット を 巡る 議論 に お いて 「 ネ ッ ト ・ コ ミュ ニテ ィ 」| な ど と 
掲示 板 や SNS (ソー シャ ル ・ ネ ットワーク ・ サ ービス ) を ある 種 の コミ ュ ニ 
ティ と 見 る こと は 珍し く な い 。 こ こ で は 掲示 板 や SNS が コミ ュ ニ ティ 足り う 
る か と いっ た こと は 問わ な い が 、 そ うし た 「 ネ ッ ト ・ コ ミュ ニテ ィ 」| より 
も web ラ ジオ の 方 が 更に 流動 性 が 高い の は 言う まで も な い 。 勿論 、『 絶 望 放 
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送 』 に お いて も 他 の 一 般 的 ラジ オ と 同様 に 、 所 調 「 ハ ガキ 職人 ] に 当たる よ 

うな 常連 は 存在 する 。 そ し て 彼ら は 公開 録音 な ど に 参加 する こと を 通し て 
スタ ッ フ や 他 の ファ ン か ら 認 知 き れる こと も ある 。 公開 録音 な どの 後に 見 知 
ら ぬ ファ ン 達 が 飲み 会 を 開く こと も ある と いう 。 だ が 、 2 ちゃ ん ね る な どの 
「 ネ ッ ト ・ コ ミュ ニテ ィ 」| と 人 違い 、 ラ ジオ で ある 為 「 荒 らし 」 や 「 炎 上 | の 
心配 も な い 代 わり に 面白 く な いと メー ル は 読ん で 貰え を な い 。 そ う で な く と も 
web ラ ジオ で 掲示 板 と 同 程度 に つなが り を 感じ ゃ こと は 不可 能 で ある 。 つ な 
が り を 感じ る と し て 、 聴 いて いる 最 中 に 読ま れ た メー ル に 共感 する と か 、 ブ 
ログ や 掲示 板 で 感想 を 書い た り 読ん だ り し た と き 程 度 で あろ う 。 ま た 、 そ の 
形 か らい っ て も web ラ ジオ は 「 ネ ッ ト ・ コ ミュ ニテ ィ 」 で ある と は 言え な い 
だ ろう 。 

そし て 何より 決定 的 な 違い が ある 。 そ れこ そ が パロ ディ と パス ティ ーシュ 
の 違い で ある 。 これら の 違い に つい て 、 下 回 する よう だ が 鈴木 が 引い て いる 
肖 間 8 の 織 還 人 め たか / 還 し 20080。 2 国 克 表れ 2 の る 
の 核 に は アイ ロニ ー と つなが り を 純粋 に 楽し む 2 つ の 側面 が ある と いう 。 そ 
し て 2 ちゃ ん ね る 的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン は 「《 繋 が り 》 指向 が アイ ロニ ズ 
ム を 浸食 し て し まっ て お り 、 そ の 結果 、 屈 折 し た 政治 的 ロマ ン 主 義 (| 感動 ] 
「 共 鳴 』 へ の 指向 ) が 場 を 覆い 尽く し て | [北田 、2005 : 208-209] いる と い 
う 。 そ し て そう し た 場 で は 、 ア イロ ニカ ル に 見 る こと 自体 が 自己 目的 化す る 
と いう 。 つ まり 、 ど ん な ネタ も アイ ロニ カル に 忠 う の だ と いう 。 

鈴木 は 、 こ れ と 自ら の 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」 は ほぼ 同じ こと を 指 
し て いる と いう 。 続け て 鈴木 は 、「 ネ ッ ト ・ コ ミュ ニテ ィ 」 は 共同 体 と し て 
強固 な 基盤 を 持っ て いな い 為 に 共同 体 へ の 一 時 的 な 帰属 意識 の 充足 感 の 為 
に 行わ れる の が 所 調 「 祭 り ] で あり 、 そ れ ゆ え に 上 発 的 な 盛り 上 が り で イ 
デオ ロ ギ ー 的 な も の は な く 、「 祭 り 」 それ 自体 が 目的 化す る と いう [鈴木 、 
2005 : 223-226]。 つ まり 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」 と は どん な ネタ も 
アイ ロニ カル に 忠 う こと で あり 、「[ 祭 り ] も アイ ロニ ー に よっ て 引き 起こ さき 
れる と いう こと で ある 。 

以上 、2 ちゃ ん ね る 的 な 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」| は アイ ロニ ー を 核 


に し て いる と いう こと が 確認 され た 訳 だ が 、 言 うま で も な く ア イロ ニー は パ 
ロディ に は 不可 欠 で ある 。 西村 清和 は アイ ロニ ー の 本 質 を 「 衣 定 する と 見 せ 
か けつ つ 、 そ の 実相 手 を 否定 する と ころ に ある 。 イ ロニ ー の 仮面 に か くさ れ 
た 冷笑 に は 、 冗 談 は 投げ 返さ れず 、 自 己 の 存在 可能 すら 、 ど う で も よい こ 
と と し て 、 虚 無 の 自由 を お び や か す こと は な い 」 も の で ある と いう [西村 、 
1988 : 118]。 し か し 、 少 な く と も 2 ちゃ ん ね る に お いて は 自己 の 存在 は 否定 
され ず に メタ 的 な 視線 = 全て を 鳥 農 す る 視線 と し て 超越 的 な 立場 に 置か れ 
る 。 よ っ て 2 ちゃ ん ね る 的 アイ ロニ ー と は 自ら の み を 超越 的 立場 へ 置き 、 そ 
の 他 を 喘 笑 う も の で ある 。 

この よう に 考え た 時 、 2 ちゃ ん ね る の 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」 の 目 
的 を より 正確 に いう な ら ば 、 反 思想 と し て の 思想 に よっ て 、 ア イロ ニカ ル に 
忠 う と いう コミ ュ ニ ケー ショ ン を する こと で ある と 言え よう 。 反 思想 と し て 
の 思想 に つい て は 、 鈴木 が 挙げ て いる よう に 、 イ デオ ロ ギ ー 的 に は 相反 する 
2 つの 事件 を 両方 共 2 ちゃ ん ね る が 批判 し た こと を 想起 すれ ば 理解 で きよ 
う "。 そ れ は 同時 に 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」| に は 自分 ( 達 ) プ そ れ 以 
外 と いう 価値 の 序列 が 存在 する こと を 意味 する 。 

だ が 前 述 の 通り 『 絶 望 先生 で は パロ ディ 化し て も 超越 的 な 立場 を 取ら な 
い 。 価値 の 序列 は 存在 し 得 な い 。 更 に 、 既 に 確認 し た よう に 「 絶 望 先 生 ノ 放 
送 】 は パス ティ ーシュ が 少な く な い (勿論 2 ちゃ ん ね る 的 コミ ュ ニ ケー ショ 
ン に 一 切 パ ステ ィ ー シ ュ が 無い と は 言わ な い が 、 や は り 有 圧倒 的 多数 が 「 ネ タ 
的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」| で あろ う )。 パ ステ ィ ー シ ュ が パロ ディ と 決定 的 に 
違う の は アイ ロニ ー の 有無 で ある 。 ア イロ ニー は その 度 肉 ゆえ に その 元 ネタ 
の 攻撃 が 不可 避 で ある が 、 記 号 的 な 戯れ に 攻撃 の 必要 性 は 無い の で 、 パ ス 
ティ ーシュ は 他 者 を 否定 し な い 。 つ まり 、『 絶 望 先 生放送 』 に は 価値 の 序 
列 が 存在 し な い 点 、 パ ステ ィ ー シ ュ で も 構成 され て いる と いう 点 に お いて 、 
2 ちゃ ん ね る 的 な 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」 と 決定 的 に 異な る 。 よ っ て 
一 見 同様 の スタ イル だ が 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」| は 「( 自 分 達 及び 自 
分 達 の 反 思 想 と し て の 思想 以外 の ) 全て を パロ ディ 化 ] する が 、『 総 望 先 生 
ノ 放 送 』 は 「( 文 字 通 り ) 全て を 〈 パ ロディ 〉 化 ] する %。 だ か ら こ そ 2 ち ゃ 














ん ね る より (管理 され て いる と は いえ ) 平和 な 空気 が 流れ る し 、 そ の 感想 な 
ど を 書く 2 ちゃ ん ね る の 『 絶 望 放 送 ] の スレ ッ ド も また 、 極 め て 平和 的 で あ 
る 。 「 祭 り 」 が 起こ り に くい 。 

ここ で 絶望 先生 放送 ] が 殊更 に 売れ て いな い 、 マ イノ リティ だ と いう 
スタ ンス を 取っ て いた こと や 、 背 景 に は 「 お 約束 ] の キャ ラク ター が いる こ 
と な ど 「 約 望 先 生 ] の 読み 方 が ある こと が 理解 出来 よう 。 そ うい っ た ある 種 
の 「 教 養 ] を 必要 と する こと は 同類 感覚 を 持ち も 、 そ うし た 感覚 は マイ ノリ 
ティ で あれ ば ある ほど 意味 が ある 。「 マ イノ リティ で 売れ て いな い 「 絶 望 先 
生 』] を 楽し む 我 々 も る また 「 マ イノ リティ な 秘密 結社 ] の 一 員 な の で ある 。 
そし て それ は だ か ら こ そ 、| 祭 り 」 な し で 自分 自身 が その 世界 に コミ ッ ト し 
て いる 帰属 感 を 得 ら れる 。 し か し 秘密 結社 的 な 世界 は 排他 的 に な り が ち だ 
が 、web 上 で 開か れ て いる 「 絶 望 放送 】 は 「 ネット ・ コ ミュ ニテ ィ 」| と 同 程 
度 に は 出入 り 可 能 で 選択 可能 で ある 。 

勿論 ラジ オ で ある 以上 、 メ ー ル が 取捨 選択 きれ る な ど 、 あ る 程度 管理 され 
て いる 。 し か し ファ ン が ラジ オ の 管理 ・ 編 集 を 理解 し て いな いと は 考え られ 
な い “。 そ し て そもそも 『 絶 望 先 生 』 の 想像 力 と し て の コミ ュ ニ ケー ショ ン 
形式 で あり 、 そ の 他 の 想像 力も 多かれ 少な か れ 管理 (編集 な ど ) を 受け て い 
る 訳 で 、 ラ ジオ ゆえ に 管理 され て いる も の で ある と し て も 十分 に 意味 の ある 
も の で ある と 考え る 。 

以上 、2 ちゃ ん ね る 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン と 近似 し つつ も 異な る 「 全 て を 
〈 パ ロディ ) 化す る 」 行為 に つい て 考察 し て きた 。 最 後に この 想像 カプ コミ ュ 
ニケ ーション 形式 か ら 何 が 言え を る の か 、 と いう 点 を 考察 し て この 小 稿 を 終わ 
り に し た い 。 














5. お わり に 
節 ま で の 議論 を 簡単 に まとめ る と 、 我 々 は 宇野 が 提示 し な か っ た 和 想像力 


前 
を 「 総 望 先 生 』 で 概観 し 、 そ の 想像 力 を 支持 し て その 形式 で 戯れ る 『 総 望 放 
送 】 を 見 て きた 。 そ れ は 「 全 て を 〈 パ ロディ )〉 化す る 」 想像 力 、 及 びそ うし 


た コミ ュ ニ ケー ショ ン 形 式 で ある 。 そ し て 、 自 ら も 含め た 全て が 1 つの ネタ 
と し て 等 価 と いう こと は 、 そ こ に は 価値 の 序列 が 存在 し な い 。 と いう こと 
は 、 別 の 島 宇 宙 と 正当 性 を 巡っ て 争う こと は な い 。 何もかも ネタ = ニ メ タ で あ 
り 、 ベ タ (本 気 = 正当 性 を 必要 と する 行為 ) で は な いか ら で あ る 。「 全 て を 
〈 パ ロディ)〉 化す る 」 想像 力 の ベタ は 、 強 いて 挙げ れ ば 『 総 望 先 生放送 ] 
が 好き か どう か 、 全 て が ネタ だ と いう 「 お 約束 ] を 理解 し て いる か 、 そ し て 
それ が 面白 いか どう か 、 と いう 最低 限度 の 基準 だ け で ある 。 し か も それ ら が 
侵犯 きれ た と ころ で それ が ネタ に な る だ け だ ろう (仮に つま ら な いも の が 採 
用 され た と し た ら ス ベリ 芸 の よう に 「 つ ま ら な いと いう こと が 面白 い 」 と 読 
み 奉 えら れる )。 

そう し た 想像 力 に お いて は 宇野 が 提示 し た どの よう な 想像 力も 、 そ の 超 克 
の 為 の 解決 策 も 必要 な い 。 何故 な ら 「 全 て を (パロ ディ /) 化す る 」 想 像 力 に は 、 
何 も 特別 な ちの は いら な いか ら で あ る 。 引き こも る こと も 美 少 女 に 無 条 件 に 
必要 と され る こと も 決断 も 島 宇 宙 の 行き 来 も 代 殖 不可 能 な 関係 性 を 作る こと 
さえ も 1 つの ネタ に な る 。 た だ 全て を ネタ に し て |「 ネ ッ ト ・ コ ミュ ニテ ィ ] 
より 不安 定 で ある web ラ ジオ と いう 各個 人 が 代替 可能 な お ぼろ げ な 場 で 、 寄 
る 辺 な く 戯 れる 。 け れ ど も それ は それ ゆえ に あら ゆる も の か ら 自 由 で ある 。 
他人 を 傷つけ る こと に 悩む こと は な いし 、 代 替 不 可能 な 「 私 ] を 作り 上 げ る 
こと に 悩む こと も な けれ ば 「 決 断 主 義 ] や ヤ 「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 」| が 
内 包 す る 排除 や 暴力 性 さえ も 無い 。 こ の 文字 通り 「 全 て を 〈 パ ロディ /) 化す 
る 」 と いう 和 想像力 に つい て 、 そ し て それ が ある 程度 支持 され て 実際 に 行わ れ 
て いる と いう 事実 に つい て 、 我 々 は どう 考え て いけ ば 良い の だ ろう か 。 
そもそも 物語 の 中 で 登場 人 物 が メタ 的 な 視線 を 持っ て いる こと や 〈 パ ロ 
ディ )〉 化 は 『 絶 望 先 生 に 始ま っ た こと で は な い (その 度合 い は と も か く )。 
そし て 冒頭 で 引い た ジェ イム スン が オマ ー ジ ュ で も な く パ ロディ で も な く パ 
ステ ィ ー シ ュ と いう 概念 を 使用 し た の は 、 新 し いも の は も う 出 来 な いと いう 
認識 か ら で あ っ た "。 新しい も の が 出来 な い 以 上 、 こ れ ま で 出 て きた も の を 
組み 合わ せ て 再 利用 し て いく し か な い 。 

実は 、 パ ステ ィ ー シ ュ 化 は サブ カル チャ ー の 歴史 その も の で ある 。 上 既に マ 





ン ガ を 類型 化し 、 フ ォ ー マ ッ ト に 沿っ て 記号 的 に 組み 合わ せれ ば マン が を 
ける と 主張 する マン ガ 『 サ ル で も 描け る まん が 教室 」 (相原 コー ジ 、 人 竹熊 健 
太郎 、 小 学 館 、1989- 1992) は 80 年 の 終わ り に 生ま れ て いる "。 | 新 世紀 エ 
ヴァ ン ゲ リオ ン 」』 の 監督 は 影響 され た も の を 全て 出す と いう 手法 を 取っ て い 
た と いう 。『 維 望 先生 に し て も 、98 年 か ら 連 載 さ れ て いた 作者 の 前 作 と 形 
上 や 内 容 は 殆ど 変わ っ て いな い 。 東 浩紀 の いう |「 デ ー タ ベー ス 的 消費 ] も 
また 、 パ ステ ィ ー シ ュ を 指し て いる “*"。 そ し て エポック メー キン グ 的 な 作品 
「 機 動 戦 士 ガン ダム 』 (サン ライ ズ 、1979-1980) に し て も 、 設 定 や キャ ラ 
クタ ー、 型 番 な ど は サン ライ ズ が 全て を 決め て いた 訳 で は な いし 、 ス トー 
リー は 明らか に 第 二 次 世界 大 戦 の パス ティ ーシュ で ある “。80 年 代 の 段階 か 
ら 既 に そう し た こと が 連綿 と 行わ れ て きた の で ある 。 オ リ ジ ナ ル は サブ カル 
ー に どれ ほど 存在 し た と いう の だ ろう か 。 

つま り 、 確 か に 作品 毎 の 問題 意識 は 違う か も し れ な いけ れ ど も 、 全 体 と 
060 3 NN 
「 全 て を 〈 パ ロディ /) 化す る 想像 力 」、 あ る い は その 手法 は 、 前 述 の よう に 常 
に 既に ある も の で あり 、 サ ブ カ ル チャ ー は 宇野 そし て 宮台 ら が 言う よう に 
単線 的 に 進化 し て きた 訳 で は な く 、 パ ステ ィ ー シ ュ 的 に 円 環 的 な あり 方 を し 
て いる も の も 存在 する 。 新 し いも の な ど 最 早 で き な い の な ら ば いっ そそ れ を 
受け 止め 、 開 き 直っ て 徹底 的 に 〈 パ ロディ 〉) 化し て し まお う で は な いか 。 最 
早 我 々 に は 物語 さえ も いら な い 。 人 無害 に 厳 れ て いけ ば 
良い 。 物語 さえ 放棄 し た 絶望 先 生放送 』 は 、「 全 て を 〈 パ ロディ 7) 化す 
る 想像 力 ] に 沿っ た も の と し て は 、 サ ブ カ ル チャ ー の 完 極 的 な 形 で ある と 位 
置 付 けら れる 。 

何 も 新 し いも の は 出来 な い の だ か ら 、 既 存 の も の と 上 炭 れ て いよ うと いう 立 
場 は 、 ひ どく 非 生産 的 で 堕落 し て いる よう に 映る か も し れ な い 。 し か し な が 
ら そ こ で 行わ れる コミ ュ ニ ケー ショ ン は 誰 も 傷付け ず に 一 時 の 逃避 を も た ら 
す 。 真 面目 で な い 、 徹 底 的 な 遊び の 場 で ある か ら 可 能 な の で ある が 、 そ も そ 
も 遊び の 場 な ら ば 無理 に 生産 的 で 真面目 に な る 必要 は どこ に も な い の で あ 
る 。 そ し て 革 く 蔵 れ た 後 、 ま た 戻っ て くる 。 だ か ら こ そ 、 そ ん な 場 は これ か 

















ら も ひど く 心 地 良 い に 何 いな い 。 


[ 注 


1 


同 著 で 宮台 は 「 戦 前 か ら 現在 に 至る まで の マン ガ に 見 い だ さ れる (世界 解釈 ) の あり 方 の 
ダイ ナミ ッ ク な 変容 と 、 そ れ が 意味 する 社会 シス テム 全域 に 及ぶ コミ ュ ニ ケー ショ ン 文 朋 
の 変化 を 、 と り わ け 70 年 代 未 以降 は 人 格 シ ステ ム の 條 い に よる (世界 解釈 〉 戦略 の 文化 に 
注目 し な が ら 、 検 討 し て いく 」 と し て いる [宮台 編 、1993 : 142] 

な お 、 宇 野 は 「 想 像 力 ] と いう 言葉 に つい て は 意味 を 定義 し て いな いこ と を 付記 し て お く 。 
宇野 に よれ ば 、 東 浩紀 は 「90 年 代 未 に 『 新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 』 と 同 作 を 支持 する 「90 
年 代 の 感性 』 を 擁護 し ] た が 「 ゼ ロ 年 代 前 半 、 東 浩紀 が 擁護 し て いた の は 相変わらず 『 エ ヴァ 
ン ゲ リオ ン 」 的 感性 の 延長 線上 に ある 『 セ カイ 系 】 だ っ た | の で 、「 東 浩紀 は この 10 年 で 完 
全 に 時 代 に 追い 抜か れ ] た [宇野 、2008 : 30]。 そ し て 、「 サ ブ ・ カ ルチャ ー に 疎い 批評 の 
世界 は 、 東 浩紀 の (引用 者 計 一 セカ イ 系 を 「 時 代 の 最 先端 の 想像 力 ] と する ) 紹介 を 検討 
する こと な く 受 け 入 れ […] この 国 の 『 批 評 ] は 完全 に 時 代 に 追い 抜か れ た 」 と いう [宇野 、 
2008 : 31]。 

例え ば 、「『 少 女 革命 ウテナ ]」 (ビー パパ ス 、1997) を 「 社 会 で は な く 、 特 定 の 存在 に 必要 と 
され る こと で 、 意 味 = 物 語 の 備 給 を 確保 し 、 そ の 上 で 共 依 存 が 持つ 自己 愛 へ の 「 引 きこ も 
り 」 の 弥 害 を 解除 する 、 い わ ば 強者 同士 の 二 者 関係 を 回 答 と し て 提示 」 し 「 行 為 (一 する ) 
に 対す る 社会 的 評価 で は な く 、 設 定 (- で ある ) に 対す る 特定 の 相手 か ら の 承認 を 求め る 」 
作品 で ある と いう [宇野 、2008 : 85]。 だ が 、 そ も そ も 同 作 に お いて は シス テム か ら の ( 反 
抗 で な く ) 離脱 で ある と 脚本 家 自 身 が イン タビ ュー で 語っ て いる [伊藤 、1998 : 107-111] 
し 、 最 終 話 ま で きち ん と 和 鑑賞 すれ ば シス テム か ら の 離脱 = 自ら の 手 で 行動 し て いく こと が 
テー マ で ある こと は 容易 に 理解 で きる 。 そ し て 言う まで も な く こ の テー マ は 「 設 定 ] で は 
到達 不可 能 で ある 。 こ の よう に 明らか な 誤読 や 訟 意 的 な 解釈 は 所 を に 散見 され る 。 ま た 、 
代 丈 不 可能 な 共同 体 (性 ) に つい て も 、 人 小田 売 の 議論 [小田 、2010] を 参照 すれ ば 代 奉 不 
可能 な 共同 体 (性 ) の た め に 「 死 」 や 「 終 わり 」 を 導入 する 必要 は な いこ と は 明らか で ある 。 
筆者 の 知る 限り 、 少 な く と も 本 稿 の よう に サブ カル チャ ー を 議論 し て いる も の の 中 に 確 回 
た る 定義 を 行っ て いる も の は 存在 し な い (例え ば [宮田 編 、1993] や [堀田 、2005]、[ 別 
冊 宝島 編集 部 、2000] な ど )。 

な お 、 取 り 上 げ る 作品 内 に お いて ネタ が パロ ディ か どう か 、 そ の パロ ディ の 元 ネ タ は 何 か 、 
と いう 点 に つい て は 「 久 米田 康治 ワー ルド wiki サ イト 」 に 則っ て いる 。 

また 、 ジ ェ イ ム ス ン は 「 様 式 的 な 発明 が も は や 不可 能 と な っ た 世界 で は 、 残 され た も の は 
























































10 


11 


12 


13 


14 


15 


16 


17 


18 


19 


死ん だ スタ イル を 模 條 する か 、 イ メー ジ の 博物 館 に 保存 きれ た 仮面 や 様式 の 声 に よっ て 話 
すし か な い 」 [ジェ イム スン 、2006 : 19] と 指摘 し て いる 。 即ち 、 パ ステ ィ ー シ ュ が その 他 
類似 概念 (オマ ー ジ ュ や パロ ディ ) と 決定 的 に 異な る の は 、「 新 し いも の は 最早 作れ な い 」 
と いう 認識 で ある 。 だ か ら (少な く と も ジェ イム スン に と っ て ) パス ティ ーシュ は 単なる 
文体 模写 で は な い 。 そ れ ゆ え に ジ ェ イ ム ス ン や それ を 引く 本 稿 の 立場 か らい えば 、 所 詩 
シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ の 「 パ ステ ィ ー シ ュ 本 ] は パス ティ ーシュ で は な く 、 単 な る オマ ー 
ジュ で ある 。 

ここ で 言う 「 萌 え を 要素] と は 、 猫 著 や メイ ド 服 と いっ た 「 消 費 者 の 萌え を 効率 よく 刺激 す 
る た め に 発達 し た 」 記号 の こと で ある 【[ 東 、2001 : 66]。 

『 絶 望 先生 ] 第 143 話 で 「 た いし た スト ー リ ー が な く て も 女の子 いっ ぱい 出し て お け は ば 大 丈 
夫 」 と 自虐 的 に 指摘 し て いる 。 

ちな み に 「 ツ ン デ レ 」| と は 通常 時 は 非常 に 強気 、 ま た は ぞんざい な 明 度 を 取る が 、 好 き に 
な る と 途 端 に デレ デレ する キャ ラク ター 属性 の 事 で ある 。 

1 話 平均 40 個 前 後 あ る 。 こ こ で (パロ ディ 〉) と し た の は 、 パ ロディ パス ティー シ ュ 両 方 
が ある か ら で あ る 。 

誠 6 は まさ に 「 我 々 も 同じ だ ] と いう パロ ディ で あろ う 。 

アニ ラジ と は 、「 ア ニ メ ラ ジオ ォ 」 の 省略 形 で あり 、 声 優 ・ ア ニ メ ・ ゲ ー ム ファ ン な と 所 調 「 お 
た く 」| 向け の ラジ オォ 番組 の 俗称 で ある 。『 絶 望 放送 』」 の よう に 何 か の アニ メ の ラジ オ の 場合 、 
基本 的 に は 当然 な が ら ア ニ メ の 宣伝 が 目的 で ある 。 

な お 、 本 稿 は 当該 実習 報告 書 を 大 幅 加筆 、 修 正 し た も の で ある 。 

補足 する と 、 更 新 が 待ち 切れ ず リ スナ ー が F5 (更新 ボタ ン ) を 押し 続け る 為 、 サ ー バ ー に 
負荷 が か か り 過 ぎ サ ー バ ー ダ ウン し て し まう の で ある 。 

本 来 絶対 に 「 ベ タ 」 = 本 気 で ある は ず の 関連 商品 の 宣伝 で きえ も 、 両 作品 は ネタ 化し て い 
る 。 
2 つの 「 派 ] の イデ オロ ギー 的 事件 と は 、2004 年 の イラ ク 人 質 事件 狂言 説 と 北朝 鮮 拉致 被 
害 者 家族 の 小泉 首相 (当時 ) 批判 で や る 。 イ デオ ロ ギ ー 的 に 考え れ ば 前 者 へ の 批判 は 右派 
的 行動 、 後 者 へ の 批判 は 左派 的 行動 で あり 矛盾 する 。 だ か ら 2 ちゃ ん ね る は イデ オロ ギー 
で は な く 別 の 次 元 (「 ネ タ 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン ]」) で 動い て いる と いえ る [鈴木 、2005 : 
3- 6]。 

付 言 し て お け ば 、 自 分 自身 を も パロ ディ 化す る こと で 自分 は 自覚 出来 て いる か ら 自 覚 出来 
て いな い 奴 より は マシ だ 、 と いう よう な 当事者 性 の 放棄 で すら な い 。 そ う で ある な ら ば 
「 我 々 は パロ ディ 化 き さき れ た も の 以下 だ が ] と いう パタ ー ン の パロ ディ 化 が 説明 出来 な い 。 

「 久 米田 康治 ワー ルド wiki サ イト 」 で は スタ ッ フ の 作り メー ル の 存在 や 編集 な ど が 指摘 きれ 
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て いる 。 

証 7 を 参照 の こと 。 

し か も その マン ガ の 中 で は 、 マ ン ガ が パク リ に 覚 容 な の は 所 診 全 て 手塚 治虫 の パク リ だ か 
ら だ 、 と いう 指摘 きえ ある 。 

東 は 大 塚 英 志 と の 対談 に お いて 、『 デ ・ ジ ・ キ ャ ラッ ト 』( ブ ロッ コリ ー) の 作者 「「 コ ゲ ど 
ん ぼ は 7 人 で し た 。 し か も チー ム メ ン バ ー は すでに 3 人 入れ 共 わ っ て いま す 』 と か 言っ て 
も 、 ぼ く は まっ た く 驚 か な い 」[ 東 、 大 塚 、2008 : 133] と 言い 、 大 塚 の 、 東 自身 の 言説 は 
『「 デ ・ ジ ・ キ ャ ラッ ト 」 同様 に 取り 換え 可能 な の か ? と いう 問い に も 育 定 し て いる 「 東 、 大 
塚 、2008 : 139]。 な お 、 パ ステ ィ ー シ ュ と シミ ュ ラ ー ク ル の 人 違い は 、 シ ミュ ラー クル が 「 オ 
リ ジ ナ ル な き コ ピー」| で ある の に 対し 、 パ ステ ィ ー シ ュ は オリ ジ ナ ル の 模 條 で も あり える 
こと で ある 。 け れ ど も 、 極 め て 近似 し た 概念 で ある こと は 間違い が な いし 、 記 号 的 な 配置 
で 生み 出さ れ た も の を どう 見 る か と いう 直 い だ と 強 弁 する こと も 可能 で ある よう に 思う ( 例 
えば 、「 猪 耳 ] と いう 要素 の ある キャ ラク ター を 「 猪 耳 ] (と 他 の 要素 ) を 組み 合わ せ た シ 
ミュ ラー クル と いう こと も 出来 る し 、「 〇 〇 と いう 作品 の xx が 元 ネ タ | と いう よう に パ 
ステ ィ ー シ ュ で ある と いう こと も 出来 よう 。 東 の 議論 に 引き つけ て 言う の な ら ば 、 デ ー タ 
ベー ス か ら 引 っ 張っ て くる の か 、 あ る 特定 の 作品 か ら 引 っ 張っ て くる の か と いう 培い に 過 
ぎ な いと 言え よう )。 い ずれ に せよ 、 言 うま で も な いこ と だ が 、 こ こ で 重要 な の は シミ ュ 
ラー クル と パス ティ ーシュ の 差異 で は な く 、 む し ろ 「 オ リ ジ ナ ル の 消滅] と いう 同一 性 の 
方 で ある 。 

「 機 動 戦士 ガン ダム 』 の 段階 か ら 送 り 手 受け 手 の 区 別 が 消 減 し て いた の で ある 。 ま た 、 
80 年 代 に 既に 送り 手 ノ 受け て の 区 別 が 消失 し て いる と いう 議論 は 大 塚 英志 [大 塚 、1989] 
が し て いる 。 
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